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タ ン パ ク質 レ ベ ル の 異な る食餌が ラ ッ トの 飼料摂取量

お よ び血漿 ， 脳 の 遊離ア ミ ノ 酸濃度 に 及 ぼ す影響
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Effects　of 　Diets　Containing　Various　Levels　of 　Protein　on 　Food　Intake　and
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　 Food　lntake，　 concentration 　of 　free　amino 　 acids 　in　the　brain　 and 　plasma　 and 　enzyme 　actiVity

cencerning 　liver　amino 　acid 　catabolism 　were 　examined 　with 　young　adult 　ratS 　fed　diets　co 圦tain ．

ing　various 　levels　of 　protcin．　 Sixteen　gτoups 　werc 　fed　diets　containing 　3％ and 　from　5　to　75％

（in　increment　of 　5％）egg 　albumin 　for　lOdays．　 A　similar 　type　of 　experiment 　with 　fifteen　lebels　of

dictary　casein 　except 　fbr　3％ was 　carr 五ed 　ou し

　 Food 　intake　 was 　depressed　in　 rats 　fed 童ow 　protein 　 or 　high　protcin　diets．　Aconccntration 　 of

methio 面 ne 　in　the　brain　was 　low　in　the　low　protein　or 　high　protein　diets　and 　that 　of 　histidinc　was

high　in　the　low　protein　diets　and 　low　in　the 　hlgh　protcin　diets，　The 　activity 　of 　serine −threonine

dehydratase　in　thc 置iver　increased　and 　concentrations 　of　thre   nine
，
　serine 　and 　glycin　in　the　bra玉n

and 　plasma　dccrcased　with 　increase　of　protein　cententS 　in　diets．　 There　was 　little　diffcrence　bc−

tween 　cgg 　albumin 　and 　casein　in　these　profilcs　of 　amino 　acids ．　Changes　in　concentrations 　of

methionine 　and 　histidine　in　the　brain　are 　suggested 　to　be　one 　of　the　factors　controling 　fdod　intake．
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　 1。 緒　　晋

　現代の 栄養摂取状況は ， わ が国や欧米諸国で は タ ン パ

ク 質や エ ネ ル ギー摂取量が過剰ぎみ で あ り，

一方， 発展

途上 の 国 々 で は，今なお タ ソ パ ク質をは じめ 各種栄養素

の 摂取 不 足 が み られ る．ま た わ が 国民 栄養 の 現 状 に つ い

て も全体とし て は平 均的に 良好で あるが，個 々 の 世帯や

個人別に み る と過剰 と過少 の 両方が み られ る
D ．こ の よ

うな栄養摂取 の 現状を ふ ま え ， 本研究 で は ，タ ソ パ ク 質

の 過剰や 欠乏状態に お け る生体適応の 問題を 解明す るた

め に ，タ ソ パ ク質含量を段階的に 変えた 食餌へ の 適応に

つ い て 検討し た．

　ラ ヅ トに 高 タ ソ パ ク 食や 低 タ ン パ ク 食を 投 与す る と食

餌摂取量が抑制 され る
2）3 ）

こ とが 知 られ て お り， こ の 傾

向は各食餌 に 適応 して か らも持続す る．組織中遊離 ア ミ

ノ 酸
一

とくに 血漿 ・肝臓中の ア ミ ノ 酸一濃度 の 変動と食

餌摂取量 ・体タ ン パ ク 質の代謝の関係
‘）

に つ い て は 多 く

の 研究が なされて きた が，脳中遊離 ア ミ ノ 酸や ア ミ ソ ，

ホ ル モ γ と食餌擾取量 の 調 節機構 との 関連性 は まだ 完 全

に 解明 され て は い な い ，Petersら
2）

は，カ ゼ イ ソ を用 い

て タ ソ バ ク質 レ ベ ル の 異 な る 食餌 を ラ ヅ トに 投与した 実

験で，摂食に 関与す る因子 と して 血漿お よび 脳 中遊離 ア

ミ ノ 酸濃度を と りあげ，さ らに 肝臓中ア ミ ノ 酸分解酵素

の 活性 と関連づ け て検討して い る．著者らは こ れ まで 栄

養条件の 変化 ｝こ対す る タ ソ パ ク 質代謝の 適応を 明 らか に

す る一環 と して t タ ン パ ク質の含量 や質の 異 な る食餌に

切 り替 えた ときの 動物 の 適応過程を検討 して きた
S》−T）．

（507） 7

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日本 家政 学会誌　VoL　42　No ．6 （且991）

そ こ で 本 研 究 で は，タ ソ バ ク 質含量 を段 階的 に 変えた食

餌を ラ ヅ トに 投与 して 10日間飼育 し，それ らの 食餌へ

の 適応状況を観察す る と ともに ， 飼育期間終了後の血漿・

脳 中の 遊離 ア ミ ノ 酸濃度を測定す る こ とに よ り， 組織中

遊離ア ミ ノ 酸一な か で も近年注目されて い る脳中遊離 ア

ミ ノ 酸を 中心 に こ れらと食餌摂取量 ・タ ン パ ク質摂取量

調節 の 関 係を明 らか に す る こ と を 目的 と した もの で あ

る，さ らに ， タ ソ パ ク 質の 質の 違い ｝こ よ る差を検討す る

た め ， タ ン パ ク質源 に は ， 卵 ア ル ブ ミ ン と カ ゼ イ ソ を用

い た ．

　2． 実験方法

　実験動物 に は ，4 週齢 の Wistar 系雄 ラ ッ ト （日本 エ

ス エ ル シ ー  よ り購入）約 160 匹を用 い た．ラ ッ トは，

温 度 24 ± 2℃ ，湿度 55 ±5 ％ の 飼 育室内で 市販 固型飼料

（飼 育 用 MF ，  オ リ ニ ン タ ル パ イ オ サ
ー

ビ ス 製・タ ソ

パ ク 質25％ 含有）に よ り飼育 し，体重 が 110g に な っ

た 時点 で 各群 5 匹ずつ とな る よ うに 無作為に 分別 し た．

　（D ア ル ブ ミ ソ 投与実験

　実験飼料は．タ ソ パ ク 質源に 卵 ア ル ブ ミ ン （ナ カ ラ イ

テ ス ク   製）を用 い ，Table　1 に 示 した よ うに 乾燥重量

割合 で 3％ か ら 75％ ま で タ ソ バ ク 質含量を段階的に 変

えた 置6 種類の 食餌を調製した．こ れ ら の 飼料 を ラ ッ ト

に 投与 して 10 日間飼育 した．飼料 と水は 自由 に 摂取 さ

せ ，毎 日定時に 飼料摂取量 と体重を計測 した ．

　（2） カ ゼ イ ソ 投与実験

　 タ ソ パ ク 質 の 質の違 い に よる検討を行 うた め に ， タ ン

パ ク 質に カ ゼ イ ソ （ビ タ ミ ソ フ リ
ー

カ ゼ イ ン
，   オ リ エ

ン タ ル パ イ オ サ ービ ス 製）を用 い て，Table 　I に 示 した

よ うに 乾燥重1割合で 5 ％ か ら75％ まで段階的に変え

た 星5 種頬 の 食餌を調 製 し，ア ル ブ ミ ン 投与実験 と同様

に 飼育 した．

　（3）試料分析

　10 日間の 飼育期間終了後，各群の 動物 は 夕方か ら翌 朝

まで 16時間絶食させ エ ーテ ル 麻酔下で 開腹 し ， 心 臓採

血 法に よ り血 液を採取 し 十分 脱 血 し た 後肝臓お よび脳

（小脳 を除 く）を摘 出 し，つ ぎの 各項 目に つ い て定量 分

析した．

　 1）　 ア ミ ノ 酸分析

　血液は遠心 分離して 血漿を分別 した ．脳 は 4 倍量 の 生

理的食塩水を加え ホ モ ジナ イ ザー （日本精機製作所  ，

HBI 型）で 均 質化 した．3％ ス ル ポ サ リチ ル 酸を血漿

に は 等量，脳 の ホ モ ジ ネ ー
ト に は 3倍量加え て 4℃，

且7，000　rprn
，
30分間遠 心 分離して除 タ ン パ ク 処理 を し

た の ち，それぞれ上清に つ い て 遊離 ア ミ ノ 酸 （FAA ）濃

度を 高速 ア ミ ノ 酸分析 （HITACHI ，　 L −8500）に ょ り測

定 した．

　各組織中の Trp 濃度は，ア ル ブ ミ ン 投与実験で et　3，

5，
10

， 40％ お よ び 60％ 以上 の 各 群，カ ゼ イ ン 投与実

験で は 5， 10， 20， 40％ お よび 60％ 以上の 各群 につ い

て 蛍光法
S）9）

に よ り測定 した．

　な お，血 漿中 Asp ，脳 中 Pro は，他 の ア ミ ノ 酸 の 濃

度 に比べ ，非常に 希薄で あ っ た た あ 測定不 可能 で あ っ た ．

　 2）　肝臓中 SDH 活性の 測定

　SDH （serinethreoninc 　dehydratase）活性 は ， 肝臓

の
一

部に O．　14MKCI を加えて 均質化 し，4℃ ，17，000

rμn ，50分間遠心 分離しその 上清を酵素液と して ， 2，4一

ジ ＝ ト ロ フ ＝ ル ヒ ラ ソ ジ ン 法
to）

“： よ り測定 した．

Table　L　Composition　of 　diets

（S ／ 1009 ）
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　3． 実験結果

　 ラ ッ トの 最大成長が得られる食餌 タ ン パ ク質含量 は，
一

般 に 卵 ア ル ブ ミ ン で は 約 10％，カ ゼ イ ン で は約 20％

で ある
11）と され て い る こ とか ら ， ア ル ブ ミ ソ 投与実験で

｝t　10％群 ， カ ゼ イ ン 投与実験 で は 20 ％ 群をそれぞれ

対照群 と して 以下検討 し た．

　 （1） ア ル ブ ミ ン 投与実験

　 1）　飼料摂取量お よ び体重変化

　各 群 ラ ッ ト の 飼 料摂取量 を Table　2，体重変化を

Fig．1 に 示 した．

　飼料摂取量 は，1 日め に は 10〜 25％群 で 最大 とな り，

こ れ に つ い で 30〜45 ％ 群 ， 3 ％ と5 ％ 群，50 ％ 以上

の 群 の 順 で 少な くな り，さ らに 50 ％ 以 上 の 群 で は 飼料

中 タ ン パ ク 質含量 の 多 い 群 ほ ど摂取量 は 少な か っ た ．2

日め よ り， 50％ 以下の 群 で の 飼料摂取量は ほ とん ど変

化 し な い が ， 55％ 以上 の 群で は 3 日 め ま で に 飼料摂取

k は 徐 々 に 増加 した．タ V バ ク 質摂取t は ，飼料中 ア ル

ブ ミ ン 含量が増え るに つ れて 多 くな っ た が ， 高 タ ン パ ク

食群 で は摂取量 が 著 し く低 下 した の で 60％ 以上 の 群 で

は ほ と ん ど差異 がみ られなか っ た．こ の よ うな飼料摂取

に 伴 い ，体 重 変化 は 1 日め に 3 ％，5 ％ 群お よ び 70％

以上 の 群 で 減少 し 60〜65 ％ 群 の 増加量 は 小 さ か っ た が，

　　　 Table　2．　 Food 　intakc（albumin 　diet）
Albumin 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （9 ）
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DOl そ の 後は 徐々に増加した．10 〜 45 ％群は 毎

順 調に増 加し た ．10 日間の 総体重増加量は ，3 ％ ，

東Q および 55 ％以上 の群 で は対照 群と 比 ぺ 有意

少 なかった． 　 2 ） 　 組織中

離 ア ミ ノ 酸 濃 度 　 各群ラ ットの 血漿中FAA濃度を Tabl

@3 ， 脳中FAA 濃 度 をTa

e 　4 に示し た． 　 ま ず 血 漿 中FAA に つ い て

ると総必 須アミ ノ酸 （ EAA ）濃 度 は ， 3 ％ および 3

嶋ﾈ 上の 群 で有意に低 濃 度 となった．総 分 枝アミノ酸（ BCAA：Va

C 】』 cu ，　 Ilc ） 濃 度 は ， 20 ％ま では 食 餌

タ ンパク質 含 量 の 増 加 に 伴 い 段 階的 に 高 まっ たが，

れ 以上 の 群 で は ほと ん ど 差 は み ら れ な か っ た．個々の

ミ ノ酸 に つい てみる と， EAA の う ちMet 濃 度 は

唐 ﾆ5 ％ 群 お よ び65 ％以上 の群 で有 意 に 低 濃 度 と な

た．Trp は， 3 ％ 群 で 有意に低 濃 度と な り 60 ％

上の 群で対照 群よ り 高 濃度 と な る傾 向 を 示し た ， Hi

ﾍ3 ％ 群で は 有 意に高 濃 度 と なったが， 5 ％ ， 10 ％

と濃度は 下 がり，10 ％ 以 上 の 群ではほぼ 一 定 と なっ

， 非必須ア ミノ酸 （NEAA ） につ いては ， 総NEA
Z 度 が 15 ％以

上の 群で 有 意に低濃 度 と な り， なかでも

r ・ Gly は食餌 中タソパク 質 含 量 の 増 加
とは 反 対

濃度 が 低下し ， 25 ％以 上の群 では 一定 値と

り 対 照 の 10 ％ 群との 間 に 有 意 差 がみら れた．

つぎ
に脳中 FAA 濃度につ い て みる と ， 総EAA 濃度

ﾍ 一 部例外 がみられ るも の の，どの群で も よ く 似 た 値と

ﾈ っ た． 総 BCAA 濃度は 30 　 ％ 群で は タ ソ パ ク 質 摂

量の増 と

もに上
昇
した が ， そ れ 以 上 の群 ではかえ っ （509）
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タ ソ パ ク 質 レ ペ ル の 異 な る食餌 が ヲ ッ ト の 飼料 摂 取 量 お よ び 血 漿，脳 の 遊 離 ア ミ ノ 酸 渡 度 に 及ぼ す影響

て 濃度は 下 が っ た．個 々 の ア ミノ 酸で は Met が 5 ％ 以

下 お よび 45 ％ 以上の 群 で 濃 度 は 低い 傾向とな り，
His

濃度 は 3 ％ 群 を 最高に 食餌 中 タ ソ バ ク 質含量 の 増加に

つ れ て下が り，血漿中濃度 と同様 の 傾 向 が み ら れ た．

Trp 濃度 は 10％ 群ま で は 上昇 した が，60％ 以上の 群

で 低濃度 とな っ た ，NEAA の うち Ser 濃度 は 40 ％ 以

上の 群で 有意に 低 くな り，
Gly 濃度 も食餌中 タ ソ パ ク 質

含量 の 増加 と と もに 下 が っ た が，こ れ ら は 後述す る よ う

な肝臓中 SDH な ど の ア ミ ノ 酸分解酵素活性 の 上昇に 関

連す る
2⊃

とい わ れ て い る．

　3）　肝臓中 SDH 活性

　肝臓中 SDH 活性測定 の 結果を Fig・　2 に 示 し た ・10

％ 以下の 群 で は ほ とん ど活性 が み られない が ， 食餌中 タ

ン パ ク 質含量 の 増 加 に 比 例 して 活性 は 高 ま り，75％ 群

で は 対照 の 10％ 群 の 130 倍 も活性が高ま っ た．

　（2）カ ゼ イ ソ 投与実 験

　 1）　飼料摂取量 お よ び体重変化

　各群 ラ ッ トの 飼料摂取量 を Table　5，体重 変化をFig・3

に 示 した．

　飼料摂取量 は ， 1 日め に は 15〜40％ 群で 最大 とな り，

10％ 以下 お よ び 45〜55 ％ の 群，60 ％ 以上 の 群の 順 に

少な くな っ た ，2 日め 以降に つ い て は ，
10％ 以 下 お よび

60 ％ 以 上 の 群 で は 対照 の 20％群に 対 して 有意に 摂食量

70

60
　

　

50

　

　

40

　
　

30

　
　

20

（
」

 

主
国

ε

ξ

著
目

3
あω
Σθり
彈

＝
（【
の

き
冫嘱

日

10

　 　 3　5　1015  2530誌 弔0葡黝 詬 50657075　　　　5　101520お 瀚 35翰 弱 5055釦 657075

　 　 　 Albumin　diet （％）　　　　　 C巳3ein 　 diet （％）

Fig．2．　L 孟ver 　serin −thrconin 　dehydratase（SDH ）

　　　 activity

は 少な か っ た が，ア ル ブ ミ ン 投与実験 よ り も食餌摂取量

の 抑制 の 度合 い は小 さか っ た．タ ン パ ク質摂取量 は ，
ア

ル ブ ミ ン 投与実験とほ ぼ 同 じ傾向が み られ た．つ ぎに 体

重変化をみ る と， 1 日め は 20〜35％ 群 で の 増加量が 大

きい が 且5％ 以下お よ び 40 ％ 以 上 の 群 で は 20 ％群に 対

　 　 　 Table 　5．
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タ ソ パ ク 質 レ ベ ル の 異 な る食餌が ヲ ッ トの 飼料摂取量 お よ び 血 漿 ， 脳 の 遊 離 ア ミ ノ 酸 濃 度 に 及 ぼ す 影 響

して 有 意に 小 さ く， 5 ％，75％ 群で は減少 した，2 日め

以 降に つ い て は，一部例外が み られ る もの の 15％ 以下

お よび 60％ 以上 の 群 で 対 照群 と比べ 有意 に 少な く， と

くに 10％ 以下の 群で の 増加量 はわ ずか で あっ た，

　 2）　組織中遊離 ア ミノ 酸濃度

　各群 ラ ッ トの 血漿中 FAA 濃度を Tabl ¢ 6
， 脳中 FAA

濃度を Table　7 に 示した，

　 血漿中 FAA は ，10％ 以下 の 群で は ほ とん どの ア ミ

ノ 酸が 有意 に 濃度 が 低 く， 総 EAA 濃度は 5 ％ お よ び

40 ％ 以上の 群で 有意に 低濃度で あ っ た ．総 BCAA 濃度

は 20％ まで は 食餌中 タ ン パ ク質含量 に 比 例 して 段階的

に 上 昇 し ， ア ル ブ ミ ン 投与実験 と同 様の 結 果 とな っ た が，

55％ 以上 の 群 で は 濃度が 低下す る 傾向がみ られ た．個

々 の ア ミノ 酸に つ い て も ア ル ブ ミ ン 投与実験と同様で

Mct 濃度が 10％ 以下 お よび 50％ 以上 の 群 で 有意 に 低

く，Trp 濃度に つ い て も60％ 以上 の 群 で 有意 に高濃度

とな っ た．His は，且5 ％ 以下 の 群 で は 有 意 に 高濃度 と

な り，食餌中 タ ソ パ ク 質含量 が 増加 す る と と もに 濃度は

低 下 し，50％ 以上 の 群で は有意に 低下 した．NEAA に

つ い て は ， 総 NEAA 濃度が 10％ 以下 の 群で 有意に 高

濃度 とな り，40％ 以 上 の 群 で は 有意に 低濃度 とな っ た

が ，
こ れは 主として Scr濃度 ・G 星y 濃度が ， 15％ 以下

の 群 で は 有意に 高 く25　％ 以上 の 群で有意に 低濃度とな

っ た こ とに 起因 して い る．

　つ ぎに脳中 FAA に つ い てみ る と ， 総 EAA 濃度 は ア

ル ブ ミ ン 投与実験と同 様 に どの 群で もよ く似た 値 と な っ

た．

　総 BCAA は 55％ 以下の 群で は ほ ぼ 同濃度だが 60 ％

以上 の群で は濃度 は低 下 した．個 々 の ア ミ ノ 酸に つ い て

は，Met 濃度 が IOAe 以 下 お よ び 60％ 以上 の 群で 低濃

度と な り，
Trp も 10％ 以下の 群で 低濃度とな る傾向が

み られた．His 濃度は 15％ 以下 の 群で 高濃度とな り，

20〜40 ％群 は ほ ぼ一
定 と な るが 45　％以 上 の 群で は 徐 々

に 低濃度 と な っ た ，Thr は ， 5 ％ お よび 35％ 以 上 の群

で 低濃度 とな る 傾 向で あ っ た．NEAA で は ，　 Ser濃度は

5 ％ 群 で 有意 に 高 く，食餌中タ ソ パ ク 質含量 が多くな る

と，しだ い に 濃度は 低下 し 50％ 以上の 群で 有意に低 く

な り，
Gly濃度も同様の結果を示した，

　3）　肝臓中 SDH 活性

　肝臓中 SDH 活性 測 定 の 結果 を Fig．2 に 示 し た ．

　15％ 以下 の 群で は 活性 がほ と ん どみ られ な い が ， 20

％ 群か ら食餌中タ ソ パ ク 質含量の 増加 に 伴 い 活性は 急

激に 高 ま り， ア ル ブ ミ ン 投与実験と同様 の 結果とな っ た，

　 ら　考　　察

　 以上の 結果を総括して 考察す る と ， ア ル ブ ミ ン ，カ ゼ

イ ン とい っ た タ ソ パ ク 質の 質に 関係な く， 低 タ ソ パ ク 食

群 お よび高タ ソ バ ク 食群で飼料摂取量が少なか っ た． 置

日め につ い て は，予備飼青時に 投与された 固型飼料 （粗

タ ン パ ク 質含量 25 ％）に 比 べ て，質的 ・量的に大きく

異なる 食餌を摂取した群ほ ど飼料摂取量が少なか っ た．

低 タ ン パ ク食群 は，タ ソ パ ク 質摂取量が 少な い た め ， 体

タ ン パ ク質 の 合成 が十分行わ れず，体重 は ほ とん ど増加

しない か ， わずか に 増加す る に 留ま り，飼料摂取t が 少

な くな っ た もの と思わ れ る．つ ぎに 高タ ン パ ク 食群は 文

献に よ れ ば
， 高 タ ン パ ク 食へ 切 り替えられる と， 肝臓中

で の ア ミ ノ 酸の異 化 お よび糖新生 を 促す酵素が増加 す る

の に 且日か 2 日を 要す る
12》

こ とが知られ て い る．そ こ で ，

本研究の 高 タ ン パ ク 食群 で 摂食量が少な くなっ た もの と

推察 され るが ， 3 日め まで に 飼料摂取量 は徐々 に増加 し

た ．また ，非常 に 高い 割合で タ ソ パ ク 質を 含む 食餌 で あ

る た め 摂取 した 糖質 ・タ ン パ ク 質の バ ラ ン ス が くずれ ，

飼育終了時 ま で 飼料摂取量 の 抑制 は 持続 し た と考 えられ

る．この よ うな飼料摂取状況 と本研 究で 注 目 し た 脳 中や

血漿中 FAA 濃度 との 関連をみ る と，脳中 His 濃度が低

タ ン パ ク 食時に 高濃度 とな り，高 タ ソ パ ク 食時 に 低濃度

とな っ た ，と くに カ ゼ イ ン 投与実験 で は 50％ 以上 の 群

で 有意に 濃度が 低か っ た．His は筋肉中に 多く含 まれ る

ア ミ ノ 酸で ，タ ソ パ ク 質 欠 乏 に よ り 筋肉 中 の His 化 合

物 が分解 され て 血 中に His が流出す る
s⊃

こ と が 明 らか

に され て い る．さ らに，His が 神経伝達物質前駆体で あ

り食餌栄養欠乏 時に 血液 よ りも脳 に 多 く集中す る こ とか

ら， 脳中 His 濃度上昇は タ ソ パ ク 質摂取t 欠乏 の 指標

とな りうる
IS）

との 報告が ある．本験実 の 結果で は，脳中

His濃度が低タ ン パ ク 食群で は 対照群の L1 倍以 上 の 濃

度 とな り，高 タ ソ バ ク 食群 で は 濃度 が低 くな り有意差 の

あ っ た 群もみ られ た．こ れは ， タ γ バ ク質摂取量 が適正

か 否か を判定す る 指標 とな る こ とを示唆す る ．ま た血 漿

な らび に 脳 中の Met 濃度は，ア ル ブ ミ ン 投 与 実風 カ

ゼ イン 投与実験とも低 タ ソ パ ク 食あ るい は高 タ γ バ ク 食

群 で 低い 値を示 した が，Mct の メ チ ル 基は 多くの メ チ ル

基 を有す る ホ ス フ ァ チ ジ ル コ リソ ，ア ドレ ナ リン 等の 生

成前駆体tZ，と して知 られ て お り，
　 Met か ら神経伝達物質

へ の 移行 が活発 に な り脳内 Mct 濃度が 下が る と飼料摂

取量 を抑制 しタ γ バ ク 質摂 取量 を 調節 す る もの と考 え ら

れ る．血漿中，脳中 BCAA 濃度 は，食餌中の こ れ らの

ア ミ ノ 酸の 含有量 に 比 例 して濃度 が高 ま り蓄積 され る傾

向があ り2）14，，これ は Phe ，　 Trp な どの 中性 ア ミノ 酸

（513 ） Is
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（NAA ）の 脳内へ の 流入 が減少した た め で ，脳中全必須

ア ミ ノ 酸含量は
一定レ ペ ル （最大濃度 2．5mM ）に 維持

す る よ うに タ ン パ ク 質摂取量は 調節 され て い る
2♪

こ とが

報告 され て い る．本実験で は脳 中総 EAA 濃度 は一定 レ

ベ ル とな り，血漿中 BCAA 濃度で は 25％ 以下 の 群 で

報告と同様の 傾向が み られ た が，そ れ 以 上 の 群 で は ほ ぽ

一
定あ るい は 濃度が 低下 し， 脳中 BCAA 濃度 で は，は

っ き りと した傾向は み られ なか っ た．こ れ は，Pctcrsら
2，

は 離乳直後の ラ ッ ト （55〜 60g）を 用 い た が 本研究 で は

110g の ラ ヅ トで実験を行っ た とい う， 条件が異なる こ

とも関与す る もの と考えられ る．つ ぎに 各組織 の 遊離 の

Thr ・Ser ・Gly 濃度 と関連 の み られ た 肝臓中 SDH 活性

に つ い て は，ア ル ブ ミ ン 投与実験 ， カ ゼ イ ン 投与実験と

も 20％群 か ら活性 が著し く高ま っ た，各組織 で遊離 の

Thr ・Ser・Gly 濃度が タ ン パ ク質摂取 量 の 増加 に 伴 い 下

降 し た の は ，
Thr → Giy −・Ser→ ピ ル ビ ン 酸 → グル コ ース

とい う代謝経路が SDH に よ り活発に なっ た こ とに よ る

と推察で きる．余剰の ア ミ ノ 酸は SDH の よ うな酵素に

よ り異化，糖新生を 促進され ， 血漿，脳中で の ア ミ ノ 酸

濃度が 調節 された の は，高 タ ン パ ク 食へ の 適応現象とみ

な され る．

　 5． 要　　約

　 タ ソ パ ク 質源に 卵 ア ル ブ ミ ン
， カ ゼ イ ン の 二 種を 用い ，

タ ン パ ク 質含量を 階段的に 変え た食餌を Wistar系雄 ラ

ッ トに 投与し 10 日間飼育 し， こ の 間 の 食餌摂取量 ， 体

重を計測 し た．飼育期間終了後は，血漿，脳中 の 遊離 ア

ミ ノ 酸 濃度，肝臓中 SDH 活性 を測 定 した ．こ れ ら か ら，

各種食餌 へ の 適応過程 ， さ らに タ ン パ ク 質 の 質，含量 の

違 い に よ る差異を 検討 した．結果は 以 下 の とお りで あ っ

た ．

　（1）低 タ ン パ ク 食群 ， 高 タ ン パ ク 食群で 飼料摂取量が

抑制され ， 体重増加量も有意に 少な くな り， こ とに 低 タ

ン パ ク 食群で の 増加量は わ ずか で あ っ た．

　（2）飼料摂取量が少な か っ た低タ ソ パ ク 食群， 高タ ン

パ ク 食群で は ，脳 中の Met が低濃度 とな っ た，また，

脳 中 His 濃度 は 低 タ ン パ ク 食時 に 高濃度，高 タ ン パ ク

食時｝こ 低濃度 と な っ た．脳中 の Met 濃度お よ び Hi5 濃

度の 変化が飼料摂取t を調節する因子の ひ とつ と考え ら

れ る．

　（3）肝臓中 SDH は ，
タ ソ パ ク質摂取量の少な い 群で

は ほ とん ど活性が み られない が，タ ソ パ ク 質摂取量 の 多

い 群 で は 著 し く亢進 され，飼料中タ ソ パ ク質含量 の 増加

に 比例 して 高ま っ た，高 タ ソ パ ク 食摂取群で は ， 肝臓中

ア ミノ 酸分解酵素 の 活性が 高まり高タ ソ パ ク 食へ 適応 し

た ．

　（4）タ ン パ ク 質の質の 違い に よ る差は ほ とん どみ られ

なか っ た．

　な お本 研究 の
一

部 は ， 昭和 62年度，63年度科学研究

費補助金 （
一

般研究 C ）に よ っ て 行わ れ た もの で あ る．
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